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1.研究、開発・改良、提案目的・内容

近畿大学工学部卒業生である高下氏が、地元の病院のために、医療現場の要望を聞きながら改良
を重ねたフェイスシールドを会社保有の3D プリンタで製作し販売を行ってぃた本学にその取
り組みの説明があり、それを受けて工学部ロポティクス学科の実習用の3Dプリンタを使用して、
地元東広島に無償提供を行うことを学部で決定した。高下氏からは、無償でフェイスシールドの
3DCADデータが提供され、近畿大学工学部同窓会からは、材料費等 15 万円を負担してぃただ
くこととなった。

2.研究、開発・改良、提案経過及び成果

完成したフェイスシールド100個を、日頃お世話になっている工学部校医・産業医である東広島
記念病院に寄贈を行った

全国的に不足しているフェイスシールドを多くの団体が製作してぃるが、広島県東広島市におい
ての供給量は十分ではなかった。すぐに工学部でできることを行いたいという社会貢献の使命感
により、スピード感を持ってこの事業に取り組んだまた、工学部同窓会との信頼関係により、
資金援助を得られた。この取り組みによって、東広島地域おける近畿大学への信頼感、伺窓会と
の紳を強固にできたと考える

3.本研究と関連した今後の研究、開発・改良、提案計画

既にフェイスシールドも市場で購入できる状況となったため、この取り組みは終了とする
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